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日 本 語 教 育 現 場 に お ける 
方 行 鼻 濁音 に つい て 
吉田 潤子 


1. は じ め に 


日 本 語 の ガ 行 音 に は 、 軸 口蓋 破裂 音 [g] で 発音 する も の と 、 胃 口 次 見 音 [nl、 い 
わ ゆ る ガ 行 鼻 滴 音 が ある 。 こ の ガ 行 鼻 濁音 は 、 一 時 期 美しい 日 本 語 の 発音 と 
し て 持て は や され 、 そ の 存在 を 重要 視 す る 風潮 も ぉ あっ た 。 元 々 は 、 日 本 語 共 通 語 
の 母体 と な っ て いる 東京 方 言 に ガ 行 鼻 滴 音 の 厳格 な 法則 が あっ た た め 、 こ の 音 は 
規範 的 ・ 標 準 的 な 音 と みな され て きた 。 ア ナウ ン サ ー や 舞 吾 俳優 な ど に 対し 、 微 
底 し た 発音 指導 が な され る な ど 、 ス タン ダー ド な 発音 と し て 保持 きれ よう と し て 
きた が 、 現 在 で は 国語 教育 に お いて も 上 鼻 江 音 指導 は 学習 内 容 に 含ま れ て お ら ず 、 
また 、 若 者 を 中 心 に この 音 を 使用 し な い 傾 向 も 見 られ 、 ガ 行 鼻 濁 音 は 日 本 語 の 中 
か ら 消 えつ つ あ る 音 だ と も 言わ れ て いる 。 

し か し 、 日 本 語 教 育 で 使用 きれ て いる 聴 解 教材 に は 標準 語 が 採用 きれ て いる た 
め 、 ガ 行 を 鼻 濁 音 で 発音 し て いる 箇所 が 少な か ら ず ある 。 そ の た め 、 学 習 者 か ら 
ガ 行 が 違う 音 に 聞こ える と いう 声 を 聞く こと も ある 。 ま た 、 日 本 語 教育 現場 に お 
ける ガ 行 鼻 濁 音 の 指導 に つい て は 、 教 師 問 に 共通 の 認識 は な く 、 見 解 が 分 か れる 
と ころ で も ある 。 

そこ で 本 稿 で は 、 こ の ガ 行 鼻 濁音 が 実際 日 本 語学 習 者 に どの よう に 聞こ えて い 
る の か を 、 日 本 語学 習 者 に 対し て 複数 の テス ト を 実施 し 、 そ の 聞こ え 方 に お ける 
傾向 を 探っ た 。 そ の 結果 を も と に 、 日 本 語 教育 現場 に お ける 行 鼻 濁音 の 扱い に 
つい て 、 考 察 を 試み る こと と する 。 


2. 研究 目的 


日 本 語学 習 者 に と っ て 判別 困難 な 音 の ペア が 存在 する 。 例 えば 、 清 音 一 湯 音 ペ 
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ア ついて] と 「 つ いで ]、「 柿 ] と 「 鍵 ] な ど )、 一 方 に 失 音 又は 促音 を 含む ペ 
ア 人 (自分 ] と 「 人 文 ]、「 蜜 ] と 「 三 つ ] な ど ) で ある 。 そ し て 、 こ れ ら の 存在 
が 誤用 を 引き 起こ す 一 因 と な っ て いる 。 その 発生 原因 の 一 つ に 、 日 本 語 と 日 本 語 
学習 者 母語 が 持つ 特性 の 差 が ある 。 こ れ は 上 既に 多く の 研究 に より 明らか と され て 
いる と ころ で も ある 。 し か し 、 そ の 誤用 要因 は 必ず し も 学習 者 母語 か ら の 影響 と 
は 限ら ず 、 我 々 日 本 諸 母 語 話 者 の 発音 の 中 に も 存在 する と 考え られ る 。 

そこ で 本 稿 で は 、 ガ 行 見 滴 音 に 注目 し 、 日 本 語 母語 話 者 が 発する ガ 行 見 満 音 が 
日 本 語学 習 者 の 誤用 要因 に な り 得 る 可能 性 を 様々 な 調査 か ら 検証 ・ 考 察 を 試み た 。 
本 調査 で は 、 ま ず 日 本 語 教育 現場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 の 扱い に つい て 、 現 場 教師 
に アン ケー ト を 実施 し た 。 次 に 、 そ の 結果 を も と に 聴 解 テス ト を 作成 し 、 中 国語 
を 母語 と する 日 本 語学 習 者 に 実施 し 、 そ の 聞こ え ぇ 方 に お ける 傾向 を 探っ た 。 中 国 
語 話 者 は 清 江 の 区 別 が 困難 と され て いる た め (玉村 文郎 1998)、 ガ 行 鼻 滴 音 と と 
も に ガ 行 音 に つい て も 実施 し た 。 こ れ ら の 結果 を 踏ま え 、 日 本 語 教 育 現 場 で 今後 
どの よう な 位置 付け で ガ 行 鼻 滴 音 を 取り 扱う べき か を 検討 する 。 


3. ガ 行 鼻 濁 音 


3.1 変遷 と 現状 

東京 方 言 に は 厳格 な が 行 鼻 濁音 に 関す る 法則 が あり 、 日 本 語 共 通 語 の 母体 が こ 
の 伝統 的 な 東京 方 言 に 由来 し て いる こと か ら 、 こ の 音 は 日 本 語 共通 語 の 規範 的 、 
標準 的 な 発音 と みな され て きた 。 ま た 、 こ の 規範 性 だ け で は な く 、 ガ 行 鼻 濁 音 が 
愛さ れる 理由 と し て 、 人 金田 一 春彦 (1978) で は 、 


A. 帝都 で 標準 音 と し て 用 いら れ て いた の は [g] 音 で は な く [] で ある こと 
B. 還 音 は [gl] 音 に 比 し て 古い 伝統 を も っ た 音韻 で ある こと 
C. わが 日 本 領土 内 に お いて [] 音 の 方 が [g] 音 より も 広い 地域 に わた っ て 分 布 し 
て いる こと 
D. 還 音 の ほう が [gl 音 よ り も 耳 に 軟 く 響 き が 美しい と 感じ られ る こと 
金田 一 (1978:169-170) 


の 4 点 を 挙げ て いる 。D の 「 美 し い | と 感じ る 音韻 に つい て 金田 一 は 、 


多く の 場合 に お いて 、 そ の 音韻 そ を の も の が も っ て いる 性質 で は な く 、 そ の 音 
韻 が どう いう 人 た ち に よっ て 発音 きれ る か に よっ て 決ま る も の で 、 教 養 の あ 
る 人 の 発音 、 文 化 が 進ん だ 地方 の 発音 は 、 教 養 の な い 人 の 発音 、 文 化 の 後 れ 
た 地方 の 発音 より も 優美 な よう に 感じ られ る と いう の が 鉄則 で ある 。 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ーー テー 


金田 一 (1978:170) 
と し 、 文 化 の 進ん だ 地方 で ある 東京 の 人 た ち が 用 いる 音 で ある こと に よる も の で 、 
[nl が lgl よ り も 美しい 音 で ある と いう 根拠 は 重要 で は な いと し て いる 。 し か し 一 
方 で 、 


鼻 濁 音 の 持っ て いる まろ や か な 響き は 日 本 語 の 発音 の 美しき の 一 つ で ある 、 
と 考え る 人 びと も まだ 多い で す 。 
NHK 放 送 文化 研 究 所 (1998:12) 


この よう に 上 鼻 濁 音 を 「 美 し い 」 と 感覚 的 に 評価 する 人 々 も 少な か ら ず いる こと も 
事実 で ある 。 

また 、 人 金田 一 (1978) は 昭和 16 (1941) 年 2 月 に 、 当 時 勤務 し て いた 東京 都立 
第 十 中 学校 の 生徒 70 名 に 対し 、 ガ 行 音 の 発音 調査 を 行い 、「 全 然 [n] 音 を 用 いて い 
な いも の が 20 名 で 全体 の 3 割 を 占め 、 全 て を 還 ] 音 で 発音 する も の と ほぼ 同数 に 達 
し て いる | と いう 調査 結果 を 残し て いる 。 こ れ を 受け 、 大 橋 純 一 (2007) は 昭和 
前 期 を 鼻 濁 音 衰微 の 萌芽 期 と 受け 止め て いる 。 そ し て 、 以 降 急速 に [gl] 優勢 へ と 
推移 し て いく の で ある 。 

大 橋 に よれ ば 、 現 状 で は ガ 行 鼻 濁 音 は 「 美 し い ] 日 本 語 だ と する 擁護 的 立場 が 
根強く 存在 する 一 方 、[gl] 化 が 進む 現代 に お いて 、[] を 規範 と する こと へ の 疑問 
を 感じ な が ら も [gl を 標準 音 と 認め る に は 至ら な い 臣 踏 的 立場 も ある と し て いる 。 
単に 東京 方 言 に 由来 する Il の 規範 性 を 求め る だ け で は な く 、 日 本 人 の 持つ 美 意 
識 と し て [] に 柔らか さや 暖か な イメ ー ジ が ある こと か ら 、 衰 退 の 一 途 を 辿っ て 
いる と は いえ 、 し ば らく は 標準 音 相当 の 評価 が 持続 し て いく と 大 橋 は 予測 し て い 
る 。 


3.2 ガ 行 鼻 濁 音 を 使用 する 箇所 
標準 語 に 見 られ る 、 ガ 行 鼻 滴 音 を 用 いる 場合 の 規則 性 は 以下 の 通り で ある 。 


和 語 ・ 漢 語 の 場合 、 語 頭 に 来る ガ 行 音 は 鼻音 に な ら な い が 、 語 中 ・ 語 尾 に 来 
る ガ 行 音 は 鼻音 に な る 。 

助詞 の 「 が |] は 常に 鼻音 に な る 。 

語頭 に カ 行 音 を 持つ 語 が 複合 語 の 後部 要素 に な っ て 連 渦 現象 を 起こ す 時 は 、 
すべ て 上 鼻音 に な る 。 

外来 語 や 擬 声 語 の ガ 行 音 は 、 語 頭 、 語 中 の すべ て で 鼻音 に な ら な い の が 原則 
で ある 。 し か し 、 日 本 語 化 の 進ん だ 外来 語 や 「 ン ] の 後ろ で は 、 上 鼻音 に な る 
こと が ある 。 


⑤ @@ @ 


日 本 放送 協会 (1987 : 348) 
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3.3 日 本 語 教 科 書 に お ける カ 行 鼻 濁 音 の 扱い 

土岐 哲 (2010) で は 、 音 声 に 関す る 記述 が ある 14 冊 の 日 本 語 教 和書 に お いて 、 
音声 項目 17 項 を 挙げ 、 ど の 程度 詳し く 音 声 に 関し て 触れ られ て いる か を 調査 し て 
いる 。 ガ 行 鼻 濁音 の 扱い に つい て は 、「 こ の 発音 が 実現 する 環境 の 説明 は 、 全 体 
と し て 不 完 全 な も の が 多い 。」| (土岐 2010.24) と し 、 い くつ か の 教科 書 に お ける 
ガ 行 鼻 濁 音 の 扱い を 紹介 し て いる 。 こ こ で は 、 そ の 中 で も 土岐 が 挙げ た 17 項 目 全 
て に 関す る 記述 が ある “Beginning Japanese (1962) に お ける が ガ 行 鼻 濁音 に 関 
する 記述 を 概観 し て みる 。 

ガ 行 鼻 滴 音 の 表記 を [g] と 示し 、 ガ 行 音 [g] と 区 別して お り 、「[g] は lg] と 同じ 舌 の 
位置 で 、 鼻 か ら 息 を 抜き singer の ng の よう に 発音 する 」 と し 、 語 頭 に は 
現れ な いと 明記 し て いる 。 ま た 、「j 了 の 前 の "gy 'g は 、 舌 を y の 位置 
で bring you の ngy の よう に 発音 する 。] と 、 か な り 詳 細 な 説明 が 施さ れ 
て いる 。 そ し て 、「[g] は 東京 方 言 に 現れ 、 東 京 方 言 話 者 は [gl の 代わ り に [g] を 用 い 、 
また [gllg] 両 者 を 用 いる 者 も あい る 」 と し て いる 。 こ れ に つい て の 説明 と し て 、 

例 : GA : 語頭 に 米 た 場合 、 東 京 方 言語 者 は すべ て [gl] で 発音 する 。 
KA-gu 語 末 の 場合 は [g] と 発音 する 者 、[g] と 発音 する 者 、 ま た 両者 を 用 いる 
者 が いる 。 
この よう な 例 を 示し 、 語 頭 は lgl、 語 末 は lg] と いう 東京 方 言 の 規則 性 を 補足 し て 
いる 。 

最後 に | 日 本 語学 習 者 は どちら を 発音 し て も いい が 、[g] に は 二 つ の 発音 が あ 
る こと を 理解 し て お か な けれ ば な ら な い 。 そ し て これ は 東京 方 言 の 特徴 で ある と 
いう こと が 重要 で ある 」 と 結ん で いる 。 

土岐 (2010) は 「 ガ 行 鼻 滴 音 に 関す る 記述 は 不 完全 な も の が 多い 」 と 述べ て い 
る が 、“Beginning japanese の よう に か な り 詳 し く 紹 介さ きれ て いる 教科 書 も ある 。 
一 方 、 国 内 で 使用 きれ て いる 初級 日 本 語 教科 書 に は 、 こ の よう な 詳細 な 記述 は 見 
られ な い 。 こ こ に 、 ガ 行 鼻 滴 音 を 始め と し た 音声 に 関す る 扱い が 徹底 きれ て いな 
い 、 国 内 の 日 本 語 教 育 事 情 を 垣間見 る こと が で きる 。 


4. 日 本 語 教育 現場 に お ける ガ 行 鼻 濁 音 の 扱い 


日 本 語 教師 た ち は 、 ガ 行 鼻 濁 音 を どの よう な 位置 付け で 捉え て いる の で あろ う 
か 。 そ こ で 現職 日 本 語 教師 の 協力 を 得 て 、 日 本 語 教育 現場 に お ける ガ 行 見 満 音 に 
関す る 実 惑 調査 を 行っ た 。 


4.1 調査 概要 
本 調査 で は 、 年 代 に より ガ 行 鼻 濁 音 の 学習 経験 の 有無 が 存在 する と 予測 し 、20 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ーー 


ー 60 代 の 幅広 い 年 齢 層 の 日 本 諸 教 師 (常勤 ・ 非 常勤 ) 43 名 に アン ケー ト 調 査 を 
依頼 し た 。 

アン ケー ト 調 査 の 質問 項目 は 以下 の 通り で ある 。 

① 次 の 文 を 声 に 出し て 読ん だ 場合 、 ガ 行 部 分 が 鼻 滋 音 に な る 箇所 に 〇 を 付け 
て くだ さい 。 (卒業 旅行 で 15 人 の 学生 が 迷子 に な っ た 。) 
学校 、 ま た は 日 本 諸 教 育 機関 で 、 ガ 行 鼻 滴 音 の 発音 指導 を 受け た 経験 が あ 
り ま すか 。 
発音 指導 の 際 、 ガ 行 鼻 滴 音 を 指導 し ます か 。 
学習 者 か ら ガ 行 鼻 濁 音 に つい て 聞か れ た こと は あり ます か 。 

日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 濁 音 に つい て 、 ご 意見 、 お 考え を お 持ち の 
方 は お 聞か せく だ さい 。 


の @@@ @ 


4.2 調査 報告 

相 験 者 43 名 の 内 訳 は 図 - 1 の 通り で ある 。 

また 、 教 師 の 出身 地 分 布 は 図 - 2 の 通り で ある 。 

まず 、[「① 次 の 文 を 声 に 出し て 読ん だ 場合 、 ガ 行 部 分 が 鼻 濁 音 に な る 箇所 に 〇 
を 付け て くだ さき さい 。 (卒業 旅行 で 15 人 の 学生 が 迷子 に な っ た 。)」 の 問い で は 、 文 
中 に ある 以下 の 5 か 所 の ガ 行 音 に つい て 回 答 を 求め た 。 

そつ a ぎ ょ うり ょ こう で じゅ う b ご に ん の c が くせ い d が まい e ご に な っ た 
結果 は 表 - 1 の 通り で あっ た 。 

本 調査 の 目的 は 、 教 師 の 出身 地 に よる 使用 傾向 を 探る こと で あっ た 。 し か し 、 
東京 ・ 神 奈川 に 人 数 が 集中 し て し まっ た こと 、 出 身 地 未 記 入 者 が 7 名 いた こと な 
ど に より 、 出 身 地 別に 傾向 を つか むこ と は 困難 で あっ た 。 し か し 、d に お いて 興 
味 深い 結果 が 得 ら れ た 。 助 詞 の 「 が | が 鼻 濁 音 に な る と 回 答 し た 教師 の 内 訳 は 神 
奈川 6 名 、 東 京 ・ 長 野 各 2 名 、 北 海道 ・ 東 北 ・ 茨 城 ・ 静 岡 ・ 愛 知 ・ 福 岡 各 1 名 ( 出 
身 地 不明 3 名 ) で 、 関 東 地方 の 中 で も 比較 的 標準 語 を 使用 する 東京 ・ 神 奈川 ・ 埼 
玉 で は 、20 名 中 8 名 (40%) で あっ た 。 常 に 助詞 の 「 が | が 鼻音 に な る 地域 で 
40% と いう の は 意外 な 結果 で あっ た 。 

次 に 、「② 学 校 、 ま た は 日 本 語 教育 機関 で が 行 鼻 濁 音 の 発音 指導 を 受け た 経験 
が あり ます か 。」 の 問い に 対し 、Yes が 48.8% (21 名 )、No が 51.2% と 、 約 半数 の 教 
師 が 経験 あり と いう 回 答 が あっ た 。 日 本 語 教 師 人 養成 講座 、 も し く は 大 学 の 音声 学 
の 授業 で [lg] と [nl の 違い 、 ま た は ガ 行 鼻 濁音 の 発生 箇所 、 使 用 傾向 な ど を 学ん だ 
と いう 回 答 が 多く 、 発 音 指導 を 受け た 教師 は わずか 7 名 で あっ た 。 指 導 内 容 は 、「 上 鼻 
を つま ん で 発音 し 、 音 の 條 い を 意識 する ] が ほとん ど で あ っ た が 、 中 に は 


(1) 軟 口蓋 と 奥 舌 を 接触 させ 、 厄 い よく 息 を 吐き な が ら 話す 。 破 裂き せる よ 
うな 感覚 。 有声 化 さ せ て 呼気 を 鼻 か ら 出す 。 上 鼻 の 前 に 手 を あて 、 呼 気 
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口 男性 口 女性 
( 図 一 1) 
その 他 
東北 : 1 
内 北海 道 : 1 
不明 : 
岡山 : 1 
福岡 : 1 栃木 : 1 
茨城 : 1 っ 
埼玉 : 1 
東京 : 5 
神奈 川 : 14 
( 図 一 2) @⑥ ゆー り の 休日 http://yu-rijp/ 
( 表 一 1) 
a b C d に 
卒業 十 志 人 学生 が 迷子 
( 語 中 ) 語 中 ) (語頭 ・ 中 ) (助詞 ) (語末 ) 
13 14 9 19 24 
30.2% 32.6% 20.9% 44.2% 55.8% 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ーー ツー 


が あたる か 確認 。 
(2) “ん 一 "と 長く 伸ばし 、 そ の まま “ん 一 が" と “が "も 発音 し 、 だ ん だ 
ん 間隔 を 縮め 最後 に "ん" と “が "を 同時 に 発音 する 。 


な どの よう に 、 ガ 行 鼻 濁音 の 発声 方 法 を 詳し く 学 ん だ 教師 も いた 。 学 習 者 に 対す 
る 指導 に つい て 言及 し て いた も の は 


(3) 学習 者 に は [gl で も Inl で も 意味 に 違い は な いこ と を 理解 させ る 。 
(4) 見 滴 音 で 発話 する よう に 指導 し な さい と は 言わ れ な か っ た 。 


の 2 件 の み で あっ た 。 ま た 、 小 学校 で 発音 指導 を 受け た 経験 が ある 教師 も 3 名 いた 。 
「③ 発 音 指導 の 際 、 ガ 行 鼻 満 音 を 指導 し ます か 。」 と いう 問い に 対し て は Yes が 
14% (6 名 )、No が 86% (37 名 ) と 、8 割 強 の 教師 が 指導 し て いな いと 回 答 し た 。 


(5) 見 か ら 空 気 を 出し な が ら 発音 する と 発音 が し や すい と アド バイ ス し 、 自 
然 な 音 の 出し 方 を 身 に つけ て も ら う 程度 。 

(6) 初級 で 、 ひ ら が な と 音韻 の 一 致 を 教え る 時 に 、 諸 中 ・ 語 末 ・ 助 詞 な ど に 
ガ 行 鼻 満 音 を 発音 する 人 が いる こと を 一 応 教 える 。 


この よう に 、 存 在 を 知っ て お くべ き と 紹 介 程 度 に 留め る 教師 や 、 教 材 や 教育 機関 
で 扱っ て いた た め に 、 指 導 を 授業 に 取り 入れ た 経験 が ある 教師 も いた 。 積極 的 か 
つ 自 発 的 に 授業 に 取り 入れ て いる 教師 は 以下 の 2 名 で あっ た 。 


(7) まず 聞き 分 け ー 音 出し 一 鼻 の 奥 を 意識 させ る 。( 邊 を つま ん だ り ) 
(8) 貞 潤 音 の 発音 の 仕方 ( 鼻 を つま ん だ り )。 ど うい う 時 に 使う の か 。 


1④ 学 習 者 か ら ガ 行 鼻 滴 音 に つい て 聞か れ た こと は あり ます か 。」 と いう 問い に 、 
Yes は 37.2%% (16 名 ) で あっ た 。 多く は 「 ガ 行 音 ] が [gl に 聞こ えな い ( 他 の 音 に 
聞こ える ) と いう も の だ 。 


(9) シャ ドー イン グ の 際 、CD が 「 一 で す が 」 が 上 鼻 濁 音 に な っ て いて 、 聞 き 
取れ な いと 言わ れ た 。 

(10) ディ ク テ ー シ ョ ン の 文 の 1 回 目 は 鼻 濁 音 だ っ た の に 、2 回 目 は 違 っ た の は 
どう し て か と 聞か れ た 。 

(11) 初級 の 学生 に 「 す し が 好き で す 」「 が くせ い は 一 で す 」 の 「 が ]| は 発音 
が 違う と 言わ れん た こと が ある 。 ま た 、 デ イィ イク テー ショ ン を させ た と き 、 
CD で は 「 か ぎ 」 と いっ て いる の に 、「 か に 」 や 「 か み 」 と (学習 者 が ) 
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書い て し まう こと が あっ た 。 

(12) ディ ク テ ー シ ョ ン で が ガ 行 鼻 濁 音 を 使っ た と ころ 、[「 先 生 の 発音 は 「 ガ 」 じ ゃ 
な い 」| と 言わ れ た 。 

(13) 欧米 系 の 学生 に 「 先 生 の 発音 は 人 違う 音 に 聞こ える 」 と 上 鼻 濁 音 を 指摘 され 
た こと が ある 。 


また 、 上 鼻 滴 音 の 存在 に つい て の 質問 も 多い よう で ある 。 


(14) 「 助 詞 の |「 が 」 が 上 鼻 滴 音 に な る と 中 国 (母国 ) で 習っ た ん で す が 」 と い 
う 質 問 を 受け た 。 上 鼻 滴 音 の ほう が 正 し い 発 音 だ が 、 最 近 は そう で な い 人 
も 増え て いる の で 使っ て も 使わ な く て も いい と 答え た 。 

(15) 何 年 か に 一 度 [ga] [na] は 同じ か と 聞か れる 。 

(16) ガ 行 に 「 カ "キク" ケ " コ "| の 音 も ある の か と 聞か れ た 。 耳 の いい 学生 
や 母語 に 細か い 子 音 の 人 違い が ある 国 の 学生 か ら こ の よう な 質問 を 受け 
だ 

(17) 耳 の いい 学生 に 二 種 類 の 音 が ある の か と 聞か れ た 。 あ る が 意味 の 違い は 
な いと 答え た 。 

(18) 中 国 の 「 な 」 と 「 ら 」| が 混同 する 地方 (福建 狂 ? ) の 出身 者 に と っ て は 
鼻音 の 「 ガ 行 」 は 混乱 を 招く よう だ 。 


最後 に 、「⑤ 日 本 語 教育 現場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ご 意見 、 お 考え を お 
持ち の 方 は お 聞か せく だ さい 。」| の 問い に は 、43 名 中 26 名 (60.5%) か ら 回 答 が あっ 
た 。 1 名 に つき 複数 意見 あり ) 


(複数 意見 ) 
19) 指導 の 必要 性 を 感じ な い ( 下 え て 指導 し な い ) 23.1% (6 名 ) 
20) 学習 者 か ら 質問 が あれ ば 答え る 19.29% (5 名 ) 
21) 混乱 を 揚 く た め 、 教 師 は ガ 行 鼻 滴 音 を 使わ な い 方 が いい (使わ な いよ う 
に し て いる ) 11.59%% (3 名 ) 
22) 積極 的 な 指導 に は 疑問 11.5% (3 名 ) 
23) ガ 行 鼻 滴 音 は 指導 すべ き で ある 7.7% (2 名 ) 
24) 意識 し た こと が な い 7.79% (2 名 ) 
(1 名 意見 ) 
25) で きれ ば 日 本 語 教 育 で 統一 し て 助詞 の 「 が 」 くら い は 上 鼻 滴 音 に し た 方 が 
いい が 現状 か ら は 必要 な いと も 思う 。 
26) 学生 の 母語 に より 、 ガ 行 鼻 濁 音 を 気 に す る か どう か 分 か れる 。[「 ガ 行 」 


と 「 ナ 行 」 が 混同 し て いる 学生 が た ま に い る 。 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ーーー 


(27) 指導 の 必要 性 を 考え る 必要 が ある 。 
(28) 自然 に 身 に つく の で は 。 
(29) 聞く た め の 知 識 と し て 与え る こと は 必要 。 


4.3 結果 分 析 

日 本 語 教師 に 対す る ガ 行 鼻 渦 音 調査 に お いて 、 標 準 語 エ リア で 助詞 の 「 が | を 
鼻 濁 音 で 発音 する と 回 答 し た 教師 は 、20 名 中 8 名 (40%) で あっ た 。 これ は 、 常 
に 助詞 の 「 が | が 鼻音 に な る 地域 に お いて は 低い 数 値 と 言え を る 。 し か し 、 日 本 語 
教師 と いう 職業 柄 、 学 習 者 に 聞き 取り や すい 発音 を 聞か せる た め に 、 常 に 助詞 の 
「 が 」 を 和 見 音 化 き せ ず に 、 意 識 的 に 発音 する 傾向 に ある と も 考え られ る 。 著者 も 
神奈 川 県 出身 で ある が 、 同 様 の 理由 で 意識 的 に 鼻音 化 さ せな い 場 合 が ある 。 し か 
し 、 本 調査 か ら は 明らか な 原因 を 特定 する こと は で き な か っ た 。 

また 、 ア ン ケ ー ト 結果 か ら は 、 学 習 者 に と っ て ディ ク テ ー シ ョ ン や リス ニン グ 
の 際 に 、 ガ 行 鼻 滴 音 が 聴 解 の 弊害 に な り 得 る こと が わか っ た 。 よ ほど 耳 が いい か 、 
母語 に 区 別 が ある 学習 者 の 場合 は 、「 ガ 行 」 に は [gl Inl の 二 つ の 音 が ある と し て 聞 
き 分 け て いる 学習 者 あい る よう で ある 。 し か し 、[l が lgl 以 外 の 條 う 音 (Inllml) 
に 聞こ えて し まう 学習 者 の 存在 も 、 本 調査 に より 確認 する こと が で きた 。 

この よう に 、 日 本 語 教 育 現 場 に お いて 、 ガ 行 鼻 滴 音 が 日 本 語学 習 の 妨げ に な り 
得る と 認め て いる 教師 が いる 一 方 で 、 詞 退 し つつ ある 音 に 対し 、 積 極 的 に 扱う 必 
要 性 を 感じ て いな いと 答え た 教師 も 多い 。 し か し 、CD や 教師 の 発声 に ガ 行 鼻 沿 
音 が 現存 し て いる か ら こ そ 、 聴 解 の 難し さ の 指摘 が 学習 者 か ら 出 る の で あろ う 。 


5. ガ 行 と 判別 困難 な ペア 


4 章 の アン ケー ト 結 果 か ら 、 ガ 行 鼻 滴 音 が 聞き 誤り の 要因 に な り 得 る こと が 示 
唆 され た 。 し か し 、 必 ず し も が 行 音 と 他 の 音 と の 判別 を 困難 に させ る 原因 が ガ 行 
鼻 満 音 に ある と 断言 は で き な い 。 そこ で 本 章 で は 、 が ガ 行 と 判別 困難 な ペア に は ど 
ん な も の が ある か 、 が ガ 行 鼻 滴 音 と の 因果 関係 も 含め 、 そ の 原因 を 探り な が ら ま と 
め て いく 。 こ こ で は 4 章 の 結果 も 踏ま ほえ 、 ガ 行 と 判別 困難 と な り 得 る も の と し て 、 
カ 行 、 ナ 行 、 マ 行 に 注目 する 。 


5.1 ガ 行 と 力行 
一 般 に 、 中 国語 圏 ・ 韓 国語 圏 の 日 本 語学 習 者 に と っ て 、 清 音 ・ 滴 音 の 判別 は 難 


に 有 気 音 と 無 気 音 が ある 。 中 国人 に は 無声 子音 の 多く が 有 気 音 に 知覚 きれ る た め 、 
日 本 語 の 清音 と 渦 音 の 判別 を 難し くし て いる 。 ま た 、 韓 国語 で は 語頭 子音 は 清音 、 


ー10 一 國學院 雑誌 第 115 巻 第 6 号 (2014 年 ) 


語 中 子音 は その 前 後 の 音素 の 種類 に よっ て 清音 と 濁音 と に 分 か れる 。 し か し 、 表 
記 に 清 濁 の 揺れ が 表れ る も の も あり 、 語 頭 ・ 語 中 ・ 語 末 の 全て に 清音 も 油 音 も 表 
れる 日 本 語 は 、 彼 ら に と っ て 清 濁 の 判別 困難 な 言語 と 言え を る 。 (玉村 1998) 

ここ で は あく まで も 清 濁 の 判別 に つい て で あり 、 ガ 行 が 鼻音 化し た 場合 は これ 
に 該当 し な いこ と を 確認 し て お きた い 。 


5.2 ガ 行 と ナ 行 
4 章 に お ける アン ケー ト 調 査 結果 に 以下 の 意見 が あっ た 。 


(30) 『 一 人 で 学べ る ひら が な カタ カナ 』 (スリ ー エ ーネット ワー ク ) を 使っ て 、 
言葉 の ディ ク テ ー シ ョ ン を させ た と き 、CD で は 「 か ぎ 」 と 言っ て いる 
の に 、 何 度 開い て も 「 か に | や 「 か み 」| と 書い て し まう こと が あっ た 。 
確か に 私 が 開い て も 「 か に 」| に 聞こ えな くも な いと 思っ た の で 、 私 が 言 
いな お し た 。 

(31) 私 の クラ ス で は ガ 行 と ナ 行 が 混同 し て いる 学生 が た ま に い る 。 


鼻 滴 音 化 が 原因 か 入 か は ここ で は 言及 を 避け る が 、 日 本 語学 習 者 の 中 に ガ 行 と 
ナ 行 が 混同 し て し まう 学生 が いる こと は 事実 で ある 。 ま た 、 川 上 秦 (1977) で は 、 


鼻 濁 音 は よく 言え ば 柔らか い 音 だ が 、 か な りあ いま いな 音 で あり 、 特 に [ ぎ 、 
ぎ ャ 、 ぎ ュ 、 ぎ ョ ] (inja.gjurnjo) は は 二 、 ニ ャ 、 ニ ュ 、 ニ ョ ] (nimnjanjurnjo) 
と 聞き 誤 ま られ や すい 。 


川上 (1977:36-37) 


と し 、 ガ 行 が 鼻音 化し た 場合 の 、 ナ 行 へ の 聞き 誤り を 指摘 し て いる 。 し か し これ 
は 、 日 本 語学 習 者 で は な く 、 日 本 人 の 聞き 誤り に つい て で ある 。 つ まり 、 母 語 話 
者 の 傾向 と 同様 の こと が 日 本 語学 習 者 に も 当て は まる と 言え そう で ある 。 

また 、 ナ 行 は 鼻音 で ある た め 、 ガ 行 が 破 像 音 で 発音 され た 場合 、 ガ 行 と の 判別 
が 困難 に な る こと は な い が 、 見 音 化し た 場合 は 聞き 誤る 可能 性 は 大 い に あ る と 思 
われ る 。 


5.3 ガ 行 と て 行 

マ 行 に つい て は 、 前 出 ア ン ケ ー ト に 「 (学生 が ) CD で は 「 か ぎ 」| と 言っ て いる 
の に 何 度 聞い て も 「 か み 」 と 書い て し まう こと が あっ た 」 (31) と いう 報告 が あっ 
た 。 ガ 行 を マ 行 と 聞き 間違え る 学習 者 あい る よう で ある 。 確か に マ 行 は 和光 埋 で あ 
り 、 ガ 行 が 昌 濁 音 化し た 場合 に 判別 困難 に な り 得 る 可能 性 を 秘め て いる 。 

また 、 ガ 行 は 軟口蓋 音 で 、 発 音 の 際 唇 を 合わ きず に 発音 する の に 対し 、 マ 行 は 


日 本 語 教育 現場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ー11 一 


両 唇 音 で ある 。 こ れ が 両者 の 発音 に お ける 弁別 要因 の 一 つと 思わ れる が 、 こ の 差 
異 は 聴 解 の 際 に は さほど 影響 が な いよ う で ある 。 


6. ガ 行 を 含む 単語 と ミニ マル ペア に な る 単語 


で は 、 次 に ガ 行 音 を 含む 単語 の ガ 行 部 分 が 人 違う 音 に 聞こ えた 場合 、 ど の よう な 
RE ある か を 考え て みた 。 ガ 行 音 が 何 う 音 に 聞こ える こと 

< こより 、 ガ 行 音 を 含む 単語 と 、 そ れ と ミニ マル ペア が 成立 する 単語 と を 聞き 間 

人 違え る 可能 性 が ある と いう こと に な る 

ぞ こ で 、 ガ 行 音 を 含む 単語 と 、 前 出 の カ 行 、 ナ 行 、 マ 行 を 含む 単語 と の ミニ マ 
ル ペ ア を 語頭 、 語 中 、 語 末 に 分 け 調 査 し た 。 


6.1 ガ 行 と カ 行 
表 一 2 

語頭 外資 一 開始 、 街 頭 ・ 該 当 一 回 答 ・ 尾 盗 、 僚 鬼 一 柿 、 人 額 一 書く 、 
崖 一 賭け 、 外 国 一 開国 、 概 算 一 解散 、 4 人 0ーMNN 外敵 一 快適 、 
害 す 一 介 す 、 議 員 一 起因 、 議 会 一 機会 、 疑 似 一 記事 、 現 状 一 謙譲 ・ 健 党 
愚 図 一 居 、 原稿 一 健康 、 合 格 一 降格 、 現 代 一 ー 修 飼 、 合格 一 降格 
胡 磯 一 枯れ 木 
語 中 障害 ・ 生 涯 一 紹介 ・ 照 会 、 有 害 一 誘拐 、 4 営業 一 影響 、 
うがい 一 鵜飼 い 、 会 合 一 改 策 、 化学 一 価格 、 記 号 一 気候 、 化 合 一 加工 
海岸 一 会 館 、 危 害 一 機会 、 あ げ る 一 開け る 、 死 骸 一 視界 ・ 司 会 
語 鍵 一 柿 、 釘 一 茎 、 喚 ぐ 一 書く 、 継 ぐ 一 付く 、 絵 画 一 開花 ・ 階 下 
会 議 一 怪奇 ・ 会 期 、 介 護 一 解雇 


6.2 ガ 行 と ナ 行 
表 一 3 
語頭 概要 一 内 容 、 額 一 立 く ・ 鳴 く 、 外 貨 一 内 科 、 外 食 一 内 職 
外 一 内 (的 、 璧 、 装 、 因 、 周 な ど ) 
語 中 化合 一 可能 、 漫 画家 一 真ん中 、 記 号 一 昨日 ・ 機 能 
外 一 内 ( 案 、 以 、 体 な ど ) 
語 鍵 一 盤 、 釘 一 国 、 凪 一 何 、 充 げ 一 羽 
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6.3 ガ 行 と て 行 
表 4 
語頭 | 外装 一 埋葬 、 額 一 巻く 、 概 説 一 埋設 、 が さ つ 一 摩擦 、 誤 字 一 文字 
行事 一 名 字 、 
語 中 | 称号 一 消耗 、 歓 迎 一 感銘 、 開 業 ・ 改 行 一 戒名 
15 時 一 10 文 字 、 上 が る 一 余る 、 
語 鍵 一 紙 ・ 神 、 釘 一 組 、 凪 一 波 、 喘 ぐ 一 噛む 、 継 ぐ ・ 次 ぐ 一 積む ・ 摘 む 


7. 書き 取り テス ト 


ここ で は 、 前 章 に 示し た カ 行 ・ ナ 行 ・ マ 行 を 含む 単語 と 、 ミ ニ マ ル ペ ア に な る 
ガ 行 を 含む 単語 を 用 いて 聴 解 問題 を 作成 、 日 本 語学 習 者 に 対し 書き 取り テス ト を 
実施 し 、 ガ 行 鼻 濁 音 が 実際 に どの よう に 聞こ えて いる か を 検証 し た 。 尚 、 カ 行 も 
扱う た め 、 清 潤 音 の 判別 が 困難 と され る 中 国語 話 者 の 日 本 語学 習 者 を 被験 者 と し 、 
鼻音 化し な い ガ 行 音 も 併せ て 調査 ・ 検 証し た 。 


7.1 テス ト 概 要 
実施 日 : 2012 年 9 月 4 日 ( 水 )、5 日 ( 木 ) 
被験 者 : 中 国語 賠 日 本 語学 習 者 
日 本 語 能力 試験 'N1 受 験 レベ ル (17 名 ) 
日 本 語 能力 試験 N2 受 験 レベ ル (15 名 ) 計 32 名 
テス ト 形 式 : 筆者 作成 の リス ニン グ CD を 聴 解 後 、 解 答 用 紙 に 記入 。 (記述 式 ) 


7.2 テス ト 内 容 及び 目的 
テス ト は 以下 の 3 パタ ー ン を 実施 し た 。 


7.2.1 Test 1 ー ラ 書き 取り テス ト 

テス ト は 、 ガ 行 音 (が ・ ギ ・ グ ・ ゲ ・ ゴ ・ ギ ャ ・ ギ ュ ・ ギ ョ )、 ガ 行 鼻 濁 音 ( カ '・ 
ギ *・ ク "・ ケ "・ コ "・ キ " ャ ・ キ " ュ ユ ・ キ " ョ ) を モー ラ 単 位 で 聞き 、 聞 こえ た 通 
り に 解答 用 紙 に 記入 する 形式 で 実施 し た 。 そ の 際 、 漢 字 は 不可 と し 、 ひ ら が な ・ 
カタ カナ ・ ロ ー マ 字 で の 記入 を 可 と する 冒 を 解答 用 紙 に 記し 、 口 頭 で も 確認 し た 
後 テ スト を 実施 し た 。 

Test1 で は 、 前 後 音 と の 共 起 や 文 意 か ら の 類推 な ど 、 音 を 特定 する 際 に 聴 解 以 
外 の 判断 要素 を 排除 し た 状況 下 で の テス ト 実 施 を 目的 と し た 。 


日 本 語 教育 現場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て 8 一 


| 1. テー プ か ら 聞 こえ て くる 音 を 聞こ えた 通り に 書い て くだ さい 。 
(ひら が な 、 カ タカ ナ 、 ロ ー マ 字 (ab c…) の どれ か で 書い て くだ さい 。 


| 漢字 不可 ) 
1 の コ * ② キョ ⑧ | 
1 の 6 ギョ @⑥_ @⑯ ゲ | 
| の ⑧ Gi ⑨ ゴ | 
| @ ギョ ⑪ ⑫⑲ ギュ [ 
| @ ギ ⑬ ⑮ が 
1 守 [ 


① か ら ⑧ ま で が が ガ 行 鼻 満 音 、⑨ か ら ⑯ ま で が ガ 行 音 で ある 。 和尚 、 出 題 は 五 十 音 順 
で は な く 順 不同 で 実施 し た 。 


7.2.2 Test2 単語 書き 取り テス ト 

日 本 語 に ある 語 で 、 ガ 行 を 含む 単語 を 聞き 、 義 こえ た 通り に 解答 用 紙 に 記入 す 
る 形式 で 実施 し た 。 そ の 際 、 ひ ら が な ・ カ タカ ナ ・ 漢 字 で の 記入 を 可 と し 、 そ の 
旨 を 解答 用 紙 に 記し 、 口 頭 で も 確認 し た 後 テ スト を 実施 し た 。 ま た 聴 解 実 施 後 、 
漢字 で 表記 で きる も の は ひら が な ・ カ タカ ナ を 消さ ず に 追記 表記 する よう 指示 し 
た 。 単語 は 6 章 -1・2・3 の 中 か ら 選 択 し 、 ミニ マル ペア と な る 単語 と 高低 アク セ 
ント が 同一 の も の を 採用 し た 。 

Test2 で は 、 複 数 音 か ら な る 単語 の 中 の ガ 行 音 、 ガ 行 鼻 滴 音 の 聴 解 状況 の 把 所 
が 第 一 の 調査 目的 で ある 。 ま た 、 本 調査 で は 「 日 本 語 に ある 単語 ] と いう ヒン ト 
を 与え て 実施 し た 。 こ れ は 、 ガ 行 音 が 他 の 音 に 聞こ えた 場合 に 、 他 の 「 日 本 語 に 
ある 単語 ] を 選択 する 可能 性 を 調査 する 目的 が ある 。 


2. テー プ か ら 日 本 語 の 単語 が 流れ ます 。 聞こ えて くる 音 を 聞こ えた 通り 
に 書い て くだ さい 。 
(ひら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 の どれ か で 書い て くだ さい 。) ! 
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! ① 概算 (か 2 ②⑨ 有害 G 交 1 ③ 漫画 家 (< が ! 
| ( 胡 ( 計 上 真 ん 中 ) ! 
! ④ 議会 『 が ) ⑤ 介護 (》⑰ ピ ) ⑥ 記号 (の ! 
| (機会 ( 解 必 ) (気合 ・ 機 能 ・ 昨 日 ) | 
| ⑦ 原稿 (が >29) 化合 (ガウ ⑨ 称号 (>? ョ の | 
! (健康 〉 〈 加 工 ・ 可 能 〉 (商工 ・ 焼 香 ・ 消 耗 ) ! 
1 ⑩ 軸 図 の 々 ) 釘 9 歓迎 (9 が 0 ! 
! ( 眉 〉 〈 茎 ・ 国 ・ 組 ) (関係 ・ 感 銘 ) | 
! ⑬ 胡麻 ば 継ぐ ⑦ グ ) | 
| (摘む ・ 積 わ ) ! 


※ 〈 〉) 内 は ミニ マル ペア に な る 単語 例 


3 章 で 触れ た ガ 行 鼻 滴 音 の 発生 箇所 を 参考 に 、 語 頭 に が ガ 行 が く る ①(④⑦⑩⑬ は 
語頭 を が 行 音 で 、 ま た 語 中 (②③(6X⑧⑨⑫) と 語末 (⑤Q⑪④⑳) に が ガ 行 が 含ま れ て 
いる も の は 該当 箇所 を 見 濁音 で 発音 し CD を 作成 聴 解 テ ー プ と し て 使用 し た 。 


7.2.3 Test3 穴埋め テス ト 

ここ で は 、 一文 を 聞か せ 、 ガ 行 音 を 含む 単語 を 穴埋め 式 で 記述 する テス ト を 実 
施し た 。 「 日 本 詳 『 に ある 単語 (Test2)」 に 加え 、 文 意 と いう ヒン ト を 加え た 場合 
の 正答 率 を 見 る こと を 目的 と し た 。 テ スト 作成 に あたり 、 ガ 行 を 含む 単語 と ミニ 
マル ペア に な る 単語 を 入れ て も 正答 と な る 文 を 作成 '、 採 用 し た 。 


(Test 3) 


3. テー プ を 聞い た 後 で 、 分 に 言葉 を 入れ て 、 文 を 完成 させ て 
くだ さい 。 


① せん で ん か つど う は し きち か "いで お ね が いし ます 。 
(宣伝 活動 は 敷地 外 で お 願い し ます 。) (敷地 内 〉 
1) ② や まだ さん に あっ た ら 、 こ の か き " を わた し て くだ さい 。 1 


日 本 語 教育 現場 に お ける が ガ 行 鼻 濁 音 に つい て ー15 一 


(山田 さん に 会 っ た ら 、 こ の 鍵 を 渡し て くだ さい 。) ( 蟹 ・ 紙 ) 
| ③ わた し は よく は な を か き ' ま す 。 
! (私 は よく 花 を 史 ぎ ます 。) (か み ま す ) ! 
| ④ そん な に りっぱ な じん ぶつ は げん そん し な いで し ょ う 。 ! 
! (そん な に 立派 な 人 物 は 現在 し な いで し ょ う 。)  ( 議 選 )  : 
| ⑧⑨ この か い が ん は ゆう が た に な る と な き '" が お と ずれ る 。 

(この 海岸 は 夕方 に な る と 凪 が お と ずれ る 。) ( 何 ・ 波 ) 
(⑥ この も ん だ い に が いと うす る ひと は て を あげ て くだ さい 。 

(この 問題 に 該当 する 人 は 手 を 挙げ て くだ さい 。)  ( 解 稚 ) 
※ 〈  〉 内 は ミニ マル ペア に な る 単語 例 


Test2 と 同様 に 、 語 頭 に ガ 行 を 含む ①⑥ は ガ 行 音 、 語 中 ①③ と 語末 ②⑤ に ある も 
の は 、 ガ 行 鼻 濁 音 で 発音 し CD を 作成 し た 。 


7.3 テス ト 結 果 分 析 


7.3.1 Test1 結果 分 析 


Test1 正答 率 
97% _97% レシ 5 シ 5 へ や ね や ね や ね ヘ へ we97% 587%94%% 5 
100% イーー ーー て ーー ーー ーー88% 寿一 asa% 88% ーー 
66% 
50% 
9 31% 38% 38% 
1 9% 
| 0%_ 画 | | 0%- 36 ・ 
0% ーー - 較 較 較 園 "ii 
> 文 ー ク タ か 
5 KS * g) RM @/ 衣 ” 文 ク タク 
K⑩ @/ e' es ぐ * 衣 表 次 KN 
⑯ づつ 
( 図 一 3) 


点線 を 境 に 、 左 が ガ 行 邊 濁音 、 右 が ガ 行 音 で ある 。 (以下 、 図 - 6、7 も 同様 ) 
ガ 行 鼻 濁 音 の 正答 率 は 全体 的 に 低い こと が わか る 。 ギ 、 ギ ュ に 至っ て は 0% で 
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あっ た 。 一 方 、 ガ 行 音 は 全て 第 1 位 に 正答 が き て お り 、 正 答 率 も 9 割 前 後 の も の が 
ほとん ど で あ っ た 。 
図 - 4 は ガ 行 見 滴 音 の 解答 分 布 を グラ フ に 示し た も の で ある 。 


Test1 ガ 行 鼻 濁音 解答 分 布 図 
35 [ 
30 
25 デーー デ ーー デ ゴ 
ーー ガ 行 
20 
ナ 行 
妥 ーー マ 行 
10 つど ラ 行 
5 
0 
か" キ * ク " グ " コ " キヤ 。 ギュ ー キョ 
( 図 -4) 


正答 が 第 1 位 に き て いる も の は ゲ ・ ゴ の み で あっ た 。 正答 率 0% の ギ ・ ギ ュ で は 、 
ナ 行 ( ニ ・ ニ ュ ) と 解答 し た 被験 者 数 が 第 1 位 を 占め て いる 。 ギ ャ ・ ギ ョ を 見 て 
も ナ 行 (ニャ ・ ニ ョ ) が や は り 第 1 位 で あり 、 こ れ は 川上 (1977) と 合致 し て いる 。 
川上 は 日 本 人 の 傾向 と し て 述べ て いる が 、 中 国語 話 者 に も 同様 の 傾向 が 見 られ る 
こと が 、 本 調査 に より 明らか と な っ た 。 ま た 、 カ 行 と いう 誤 答 は 0% と いう の も 
特徴 の 一 つと 言え よう 。 
また 、 こ こ で 注目 すべ き は ラ 行 へ の 誤 答 で ある 。 本 稿 に お いて 、 ガ 行 と 判別 困 
難 な ペ ア と し て ラ 行 は 挙げ て いな い 。 そ こ で 、 ラ 行 と 誤 答 し た 相 験 者 の 出身 地 を 
調査 し た 。 す る と 、 ラ 行 へ の 誤 答 は 32 名 中 13 名 に 集中 し て お り 、 う ち 12 名 が 福建 
省 出 身 で あっ た 。 訪 伯 六 (1983) に は 、 中 国 南方 の 闘 方 言 の う ち 、 閲 南 話 の 一 部 
(特に 履 門 地区 ) に -d、n-、1- が すべ て 一 つの 音素 に 属す た め 、 こ れ ら を すべ て d- 
と 読む 現象 が ある と の 指摘 が ある 。 し か し 、 関 語 の うち 福州 地区 を 含む 閲 東 語 に 
は この 現象 は な い 。 本 調査 で は 、 補 験 者 が 福建 省 の どの 地域 出身 で ある か と いう 
こと まで は 追跡 する こと は で き な か っ た 。 し か し 、 ラ 行 と 誤 答 し た 12 名 が 閲 南 話 
エリ ア の 出身 で あれ ば 、 ナ 行 と ラ 行 を 混同 し た 可能 性 が あり 、 ラ 行 へ の 誤 答 の 根 
拠 と な り 得る 。 ま た 教師 へ の アン ケー ト の 中 に 
(18) 中 国 の 「 な 」 と 「 ら 」 が 混同 する 地方 (福建 省 ? ) の 出身 者 に と っ て は 
鼻音 の 「 ガ 行 ] は 混乱 を 招く よう だ 。 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て 7 呈 


と いう 意見 が あっ た 。 本 調査 へ の 協力 を 要請 し た 日 本 語学 校 は 学習 者 が 全員 中 国 
人 で あり 、 そ の 多く を 福建 省 か ら の 留学 生 が 占め て いる 。(18) は その 学校 の 教 
師 か ら の 回 答 で ある 。 日 常行 われ て いる 授業 の 中 に も 同様 の 現象 が ある こと が わ 
か る 。 本 調査 に お ける ラ 行 へ の 誤 答 の 出現 は 、 補 験 者 の 出身 地 の 方 言 が 影響 を 及 
ぼ し た よう で ある 。 


Test1 方 行 音 解答 分 布 


40 
30 EE 当 昌 i 
ーー が 
20 
10 - 信 一 そ の 他 


( 図 一 5) 


図 - 5 は ガ 行 音 の 解答 分 布 を 示し た も の で ある 。 誤 答 は 少数 だ が 全て に お いて 
カ 行 が 第 2 位 を 占め て いる 。 ガ 行 が 鼻音 化し な けれ ば ガ 行 を 正確 に 聞き 取れ て い 
る 被験 者 が 非常 に 多い こと が 分 か る 。 ま た 、 ギ ョ に の み 複 数 の 魚 答 が 見 られ た 
(ジョ ・ ジ ュ ・ ウ ・ キ ュ )。 ガ 行 音 の 中 で も ギョ は 聞き 取り に くい 音 の よう で ある 。 


7.3.2 Test2 結果 分 析 


Test2 正答 率 


97% 


100% 


50% 


( 図 一 6) 


6 國學院 雑誌 第 115 巻 第 6 号 (2014 年 ) 


Test2 誤 答 例 


( 衣 5) ( ) 内 は 解 和 数 
正答 | 位置 誤 稚 
③ | が 2 中 | まん な か (18) まん が か い (1 
② | が 0 中 | ゆか い (1) ゆう あい ①) ゅ らい (①) 
| キ 0 未 | くに (20) < み ⑬ くき 0①) 
⑱ | タグ 0 未 | っ な ⑤ すむ Q①⑪ すぐ ① 
邊 か ん げ い 
湯 | ⑮ | ゲ | 中 | か ん けい (5) か ん めい (1) か ん れん ①) 
音 
か ご う か の う (④⑭ か ご (3⑬) か も (3③) か お (⑫② 
WM | ⑮ 申 | た ん ご Q①) が っ こう Q①) 
@ | a 3 中 | き お ぉ ん 3) きこ う ①) き ぼ ほう ① 
⑨ | 9 中 | し まう ざ 人 9 La うと し Lxk9 も 5⑪ 
@⑥ | | が ご | 素 | あふ いとう Q① か ぃ こう Q①) 
②4) ー 
の | | が いき ん | | きい きん (@⑥) か いぜん ③ だ いき ん ⑫ 
(14) "| か いさ ん (1) か い ほ う (1) た いさ ん ①⑪) 
④ | キ 0 頭 | きか い (12) じ か い ⑫) き が い Q①) 
得る | ヶ くず 頭 | くっ ② < くず ①⑪①  ※ ぐ っ QO 
⑨) 
②⑦ | ゲ 2 頭 | げん ご ⑦) けん こう ⑦) ぎん こう Q①) 
- ごま 8 
員 | 拓 (31) 可 


行 鼻 滴 音 で は ナ 行 、 マ 行 、 ラ 行 の 誤 答 が 目立つ 。 ま た 、Test1 で は 見 られ な か っ 
た カ 行 の 誤 答 も ある 。 ガ 行 音 で は Test1l と は 異な り 、 カ 行 以外 の 誤 答 も 見 られ た 。 
③ 「 ま ん が か (漫画 家 )] ⑪ | くぎ ( 釘 )] で は 誤 答 で ある 「 ま ん な か (真ん中 )]」 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て 王 19 王 


「 く に ( 国 )」 の ほう が 解答 数 は 圧倒 的 に 多かっ た 。 こ れ は ガ 行 が 鼻音 化し た た め 
の ナ 行 へ の 誤 答 と も 受け 取れ る が 、 聞 こえ た 単語 が 未知 語 だ っ た た め 、 工 知 語 の 
中 か ら 近 い 音 の 単語 を 探し た と いう 解釈 も で きる 。 ま た 、 正 答 率 上 位 の ⑤ 「 か い 
ご (介護 )」 75%) ②「 ゆ うがい (有害 )] (69%) は N2 漢 字 で あり 、N1、N2 合 
格 を 目指 す 被 験 者 た ち に と っ て は 、 馴 染み が あっ た 単語 で あっ た 可能 性 も ある 。 
これ ら は 、 音 以外 の 判断 要素 が 誤 答 を 引き 起こ し た 例 と 言え る 。 

ガ 行 音 で は Test1 と は 異な る 結果 が 出 た 。 単 語 に お いて は 、 ガ 行 が 鼻音 化し な 
けれ ば が ガ 行 部 分 が 正しく 聞き 取れ る と いう わけ も な いよ う で ある 。 ⑩ [ぐず ( 遇 
図 )] (28%) は 正答 率 が 最も 低い 。 こ れ は NT1 漢 字 で あり 、 馴 上 染み 度 が 低い た め 
の 誤 答 と も 受け 取れ る 。 同様 に N1 漢 字 で ある ① 「 が いさ ん (概算 )」 も 「 ざ いさ 
ん (財産 )] (N2 漢 字 ) へ の 誤 答 が 多く 、 馴 染み 度 が 影響 し て いる も の と 思わ れる 。 
最後 に ⑬ |「 ご ま 」 が 高 正答 率 な の は 、 認 知 度 の 高い 単語 で 、 か つ 正 し く 聞 き 取 れ 
た た め と 言え る で あろ う 。 

Test2 で は 、「 日 本 語 の 単語 ] と いう ヒン ト が 大 きく 影響 し て いる も の と 思わ 
れる 。 開 こえ た 単語 が 未知 で あれ ば 、 既 知 語 の 中 か ら 近 い 音 の 単語 を 探す 作業 を 
し 、 ま た 、 磁 知 語 で あっ て も ガ 行 音 を 倍 う 音 と 認識 し た 場合 、 同 様 の 作業 が 行わ 
れ た 可能 性 が ある 。「 聞 こえ た と お り に 」 と いう 指示 が あっ た た め 、 未 知 語 で も 
ガ 行 が 正しく 聞き 取れ て いれ ば 正答 は 導 け た も の と 思わ れる 。 し か し 、 そ れ が 馴 
染み の ある 単語 に 近い 音 で 聞こ えた 場合 、 既 知 語 の 中 か ら 探 し た 可能 性 は 捨て き 
れ な い 。 


7.3.3 Test3 結果 分 析 


Test3 正答 率 
100% 
59% 
50% 
38% 349% 
1696 19% 19% 
。 - 較 画 圏 | 
① 陣 "イー @⑧@:7 計 " ⑧ 妊 "マス ⑤7 ポ * ⑥ が 介 9 ④ ゲ ツル 


( 図 一 7) 
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Test3 誤 答 例 


( 青 -6) ( ) 内 は 箇 答 数 
正答 。 | 位 還 誤 答 
の | が | し | 中 | し きち G⑨ し きち な い ②⑳ 
。 | この か ぎ 本 
ゅ ④ | キ 1 未 | この か み (7?⑦) この か に (② 
害 
間 。 | か ぎ ま す か いま す (16) か きま す (5) か み ま す (② 
7 ⑯) P | か り ま す (① 
な ぎ - 
⑧| キ 失 未 | な に (19) な ん に (⑬) を なり ①⑪ 
@ | ヵ | 7 の こう | 画 | か いと う (⑥) が い ど ⑯) か い ど う ④ 
5 半 0 頭 | げん そう 9⑨ けん そう ②⑫) ば ん し ょ う Q①) 


Test3 で は 、「 日 本 語 の 単語 (Test2) 」 に 加え 文 意 と いう ヒン ト を 与え 、 誤 答 ( ミ 
ニ マ ル ペ ア ) を 入れ て も 文 意 が 通じ る よう な 例文 を 作成 し 実施 し た 。 

Test3 の 誤 答 の うち 、 日 本 語 に ある 単語 を 表 - 6 に まとめ た 。 こ こ で は 、 正 答 
率 が 最も 多い 「 こ の か ぎ 」 と 、 最 も 低い 「 か ぎ ま す 」 に 注目 し て みる 。② 「 こ の 
か ぎ ( 鍵 )] は ナ 行 、 マ 行 へ の 誤 答 も ある が 、 正 答 が 19 名 で 第 1 位 で あっ た 。 こ れ 
は 、 文 意 か ら 正 答 を 導 け た 例 と 言え を よう 。「 か ぎ 」 が 「 か み 」「 か に 」 に 聞こ えた 
被験 者 が 、 文 意 か ら 正 答 で ある 「 か ぎ 」 を 導 け た 可能 性 も ある 。 も ちろ ん 、「 か ぎ ]」 
「 か み 」「 か に 」 は 初級 で 登場 する 単語 で あり 、 寝 験 者 に と っ て 馴 柴 み 度 が 高い 言 
葉 で あっ た こと は 言う まで も な い 。 一 方 、③「 か ぎ ま す ( 嘆 ぎ ます )」 で は 「 か 
いま す 」 と 解答 し た 被験 者 が 最も 多く 、 こ れ は 、 逆 に 文 意 が 誤 答 へ と 導い た 可能 
性 が ある 。「 か ぎ ま す 」| と 正しく 聞き 取れ た 被験 者 で も 、 こ れ が 未知 語 で あっ た 
場合 、 文 意 か ら 既 知 語 で ある 「 か いま す 」 を 類推 し て 、 こ れ を 正答 と し た 可能 性 
も ある 。 


8. まとめ 


本 稿 で は 中 国語 話 者 で ある 日 本 語学 習 者 に 、 ガ 行 鼻 滴 音 が 実際 に どの よう に 聞 
こえ て いる の か 、 ガ 行 鼻 濁音 を モー ラ (Testl)、 単 語 (Test2)、 文 の 一 部 と し 
て の 単語 (Test3) と いう 3 パタ ー ン の テス ト を 実施 し 、 そ の 傾向 を 調査 し た 。 


日 本 語 教 育 現 場 に お ける ガ 行 鼻 滴 音 に つい て ーー.21 一 


Test1 で は 、 ガ 行 が 見 音 化し た 場合 の 誤 答 は 、 ナ 行 ・ マ 行 に 加え ラ 行 も あっ た 。 
これ は 、 和 被験 者 の 出身 地 ( 閲 南 語 エリ ア ) が 、 ナ 行 と ラ 行 が 混同 する 地域 で ある 
た め 、 こ の 方 言 が 今回 の 調査 に 影響 し た も の と 思わ れる 。 ま た 、 中 国語 話 者 は 清 
濁 の 判別 が 難し いと され て いる が 、 鼻 潤 音 を 聞か せ た 場 合 の カ 行 へ の 誤 答 は な 
か っ た 。 一 方 、 ガ 行 音 を 聞か せ た 場 合 の 正答 率 は 9 割 前 後 と 高い 数 値 が 得 ら れ 、 
数 少な い 誤 答 は ほとん ど が カ 行 で あっ た 。 つ まり 、 中 国語 話 者 に と っ て ガ 行 が 見 
音 化し た 場合 、 他 の 音 に 開 こ を える こと は あっ て も カ 行 に 開 こ を える こと は な いと 言 
える 。 ガ 行 邊 濁音 は 、 彼 ら に 濁音 と 知覚 され な い 音 で ある こと が 本 調査 より 明 ら 
か と な っ た 。 

Test2 で は 、 判 断 要素 を 聴覚 だ け で は な く 、「 日 本 語 に ある 単語 | と いう ヒン 
ト も 与え 、 ガ 行 音 を 含む 単語 を 聴 解 させ 、 書 き 取 り テ スト を 実施 し た 。 さ ら に 
Test3 で は 、「 文 意 ] と いう 要素 を 加え 、 同 様 に テス ト を 実施 し た 。 結果 は 必ず 
し も ゃ Test1 と 同様 の 傾向 を 示す も の で は な か っ た 。 こ こ で は 単語 の 既知 ・ 未 知 が 
結果 を 左右 する 可能 性 が 示唆 され た 。 

本 調査 結果 に お いて 注目 すべ き 点 は 、 ガ 行 音 が 鼻音 化し 、 人 違う 音 と 知覚 され た 
場合 、 全 く 佑 う 意 味 の 言 葉 と し て 理解 され る 危険 性 が ある 点 で ある 。 ガ 行 処 濁音 
の 扱い に つい て は 教師 間 に 共 通 の 認識 は な く 、 見 解 が 分 か れる と ころ で ある 。 し 
か し 、 実 際 に 教材 用 の CD に 鼻 濁 音 が 使わ れ て いる 場合 も あり 、 ま た 、 記 退 の 一 
途 を た どっ て いる と は 言え 、 ま だ 消滅 し た わけ で は な く 、 共 通 語 の 中 に 存在 し て 
いる 。 ガ 行 鼻 滴 音 の 発音 指導 の 必要 性 は 感じ な い が 、 こ の 音 の 存在 を 学習 者 が 知っ 
て お く 必 要 性 は 感じ る 。 日 本 語 教育 現場 に お いて 、 教 師 間 で ガ 行 鼻 滴 音 に つい て 
の 共通 の 認識 を 持ち 、 そ の 扱い を 考え を る べき で は な い だ ろ うか 。 


9. 今後 の 課題 


本 調査 を 終え 、 以 下 の 課題 が 残っ た 。 

1. 日 本 諸 学 習 者 が 接する 日 本 人 は 教師 だ け で は な いた め 、 教 師 以外 の 日 本 語 母 

語 話 者 に 対す る ガ 行 邊 濁音 使用 調査 を さら に 幅広 く 実 施す る 必要 が ある 。 
2. テス ト 実 施 後に 、 調 査 対象 語 に 対す る 被験 者 の 認知 度 テ スト が 必要 で ある 。 
3. 中 国語 圏 を さら に 方 言 別に 細分 化し 、 方 言 エリ ア ご と に 再 調 査 す る 必要 が あ 

る 。 

以上 3 点 を 念頭 に 置き 、 中 国語 圏 の 被験 者 を 対象 に 再 調査 を 行う と 共に 、 今 後 、 
他 の 言語 圏 の 日 本 語学 習 者 に 対し て も 同様 の 調査 を 行い 、 本 研究 を 継続 し て いく 
こと を 今後 の 課題 と する 。 
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ミニ マル ペア と は 、 あ る 言語 に お いて 、 語 の 意味 を 弁別 する 最小 の 単位 で ある 音素 の 範囲 を 
認定 する た め に 用 いら れる 、1 点 の み 言 語形 式 の 人 違う 2 つの 単語 の こと を いう 。 例え ば 、 日 本 
語 に お いて は 先 [sakil と 滝 [takil は 語頭 の 音素 /s/ と /t/ の み が 異 な り 、 こ の 人 違い に より 先 と 滝 
の 電 別 を し て いる 。 こ の よう に 、 同 じ 位置 (この 場合 、 語 頭 の 子音 部 分 ) に ある /s//t/ と い 
う 一 対 の 音素 に より 弁別 され る ペア を ミニ マル ペア と 呼ぶ 。 
学習 者 出身 地内 訳 : 福建 (22 名 )、 山 東 (4 名 )、 重 慶 (2 名 )、 天 津 ・ 遼 寧 ・ 安 徴 ・ 洒 江 ( 各 1 名 ) 
( Japanese Language Proficiency Test、 略 称 ]LPT、 日 能 試 ) は 、 公 益 財団 法人 日 本 国際 
育 支援 協会 と 独立 行政 法人 国際 交流 基金 が 主催 の 、 日 本 語 を 母語 と し な い 人 を 対象 に 日 本 語 
能力 を 認定 する 検定 試験 で ある 。 最 上 級 の N1 か ら 最 下級 の N5 ま で 5 段階 の レベ ル が ある 。 
聴 解 CD 作成 に 際 し 、 

1 . 日 本 語 教材 は 東京 式 ア クセ ント が 採用 きれ て いる 。 

2. テス ト 実 施 地域 が 横浜 (東京 式 ア クセ ント エリ ア ) で ある 。 
以上 、2 点 の 理由 に より 東京 式 ア クセ ント を 採用 し た 。 
例 ) 3 -② 山田 さん に 会 っ た ら 、 こ の 鍵 (か ぎ ) を 渡し て くだ さい 。 
正解 は 「 こ の 鍵 ] で ある が 、 鍵 の 部 分 に ミニ マル ペア に な る 艦 (か に )・ 紙 (か み ) を 入れ 
て も 文 意 が 通じ る 。 
「 ぐず 」 に お ける 解答 数 第 1 位 は 「 ぐ つ 」 と いう 日 本 語 に は な い 単 語 で あっ た 。 こ れ は 「 愚 図 」 
が 被験 者 に と っ て 未知 語 で あっ た こと と 、 語 末 「 ず ( づ )」 ( 油 音 ) が 「 つ ] (清音 ) と 聞き 
間違え た こと が 原因 と 思わ れる 。 
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